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※ 「工事監理官」は日本電気株式会社の登録商標です。

株式会社トインクス

提出できる書類の種類とワークフロー（決裁ルート）提出できる書類の種類とワークフロー（決裁ルート）

（宮城県 業務）
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委託業務等に係る打合簿 （ 調査・監督員発、主任調査・監督員発 ）

印影表示 印影非表示
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調査・監督員発議

調査・監督員

主任調査・監督員発議

主任調査・監督員

照査技術者

管理技術者

照査技術者

管理技術者

主任調査・監督員

調査・監督員

※標準は管理技術者が最終決裁者ですが、追加可能です。

※必要に応じて、追加可能です。

総括調査・監督員 総括調査・監督員



委託業務等に係る打合簿 （ 管理技術者発 ）

印影表示 印影非表示
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管理技術者発議

管理技術者

照査技術者

調査・監督員

主任調査・監督員

※必要に応じて、追加可能です。

※標準は主任・調査監督員が最終決裁者ですが

追加可能です。

総括調査・監督員
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ワークフロー(決裁ルート)の補足説明

1. 担当する人がいない職位の扱い

担当する人がいない職位がある場合（例．主任調査・監督員のみで調査・監督員がいない），

その職位は自動でスキップして決裁が回ります。

2. ひとつの職位を複数の人が担当する場合

ひとつの職位を複数の人が担当する場合（例：主任調査・監督員が２名いる業務），その職位に決裁が進む

と担当している方（複数名）に同時に決裁メールが届き，同時に決裁可能になります。

その職位を担当している方全員が決裁を終えると，次の職位の方に決裁が回ります。

3. 照査技術者について

照査技術者は標準ではワークフローには含んでいません。

決裁経路変更機能で追加できますので、必要に応じて追加して承認・押印してください。


